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イベント概要 

 

[企業名]  株式会社 TSI ホールディングス 

 

[企業 ID]  3608 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2027 年 2 月期 第 1 四半期決算説明会 

 

[決算期]  2027 年度 第 1 四半期 

 

[日程]   2026 年 7 月 15 日 

 

[ページ数]  19 

  

[時間]   10:00 - 10:55 

（合計：55 分、登壇：22 分、質疑応答：33 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]  49 名 

 

[登壇者]  8 名 

代表取締役社長 CEO    下地 毅 （以下、下地） 

取締役 CFO     内藤 満 （以下、内藤） 

取締役 COO     前川 正典（以下、前川） 
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執行役員 ㈱デイトナ・インターナショナル 代表取締役社長 

      高橋 正博（以下、高橋） 

執行役員 事業本部長    神谷 勝弘（以下、神谷） 

執行役員 販売統括部長   塚本 隆二（以下、塚本） 

執行役員 生産統括部長   山本 和人（以下、山本） 

執行役員 デジタルビジネス統括部長 小野田 剛（以下、小野田） 
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登壇 

 

司会：おはようございます。本日もお忙しい中ご参加いただき、ありがとうございます。TSI ホー

ルディングス、2027 年 2 月期第 1 四半期の決算説明会を開催いたします。 

それでは、よろしくお願いいたします。 

 

下地：おはようございます。いつも大変お世話になっております。2027 年 2 月期第 1 四半期の決

算説明会を行います。どうぞよろしくお願いいたします。 

はじめに、当四半期の全体感からご説明します。 

日本国内においては、消費、物価、雇用情勢などが堅調に推移し、賃上げも進行いたしました。一

方で円安、物価高による生活防衛意識が高まってきていることと、中東の紛争など地政学リスクの

顕在化により、先行きへの不透明感や懸念が増しております。 

国内アパレル市場においてはマクロ環境の影響に加え、今年は数年ぶりに春らしい気候になり、安

定的、かつ高めの気温で推移したことで、消費マインドおよび市場環境は総じて堅調であったと見

ております。 
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当社の業績については、前期に仲間入りしました株式会社デイトナ・インターナショナルと、株式

会社ウォーターフロントが期初から連結されたことや、主力ブランドの売上回復により、大幅な増

収となりました。営業利益においても、第 1 四半期として過去最高益の水準となっております。 

 

業績のハイライトです。当四半期の売上高は 462 億円、営業利益は 25 億円、純利益は 21 億円と

なりました。 

売上高は連結範囲の拡大と主力ブランドを中心に回復が見られ、既存事業においても増収となりま

した。営業利益は売上高増収の影響に加え、広告費などめりはりをつけたコストコントロールを実

行したことで、前期比プラス 65%と、第 1 四半期として過去最高の営業利益となりました。計画

に対しても順調に進捗しております。純利益も増益を確保しております。 
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次に、業績の内訳についてです。 

売上高は 462 億円、前期比 130%、プラス 106 億円となりました。新規連結の影響を除いたベース

でも同 102.8%と、既存事業も増収です。M&A により連結した会社の寄与による影響と、既存事業

では継続してメンズカジュアルブランドが 2 桁増と好調でした。また NATURAL BEAUTY BASIC

や、JILL by JILL STUART などのウィメンズブランドも復調してきており、今後の伸長に手ごたえ

を感じております。 

次に、売上総利益です。売上総利益は 260 億円、売上総利益率は 56.3%となりました。売上総利

益率が前年比で 1.2 ポイント低下しておりますが、こちらは新規連結会社の事業モデルの影響によ

るものです。既存事業ベースでの売上総利益率は、前年比でプラス 0.2 ポイントとなりました。既

存事業では、コスト最適化の取り組みによる間接原価の改善が売上総利益率向上に貢献しました。

構造改革による仕入原価改善や、過年度在庫消化で直接原価も改善しましたが、当四半期の歩留ま

りオフ率が悪化したことで、効果はほぼ相殺するかたちになっております。 

続いて、販管費です。販管費は 235 億円と前期比で 124%、プラス 45 億円となりました。販管費

率は 50.9%と、前期比で 2.4 ポイント改善しております。M&A をした 2 社の販管費率が低いこと

や、既存事業の売上回復による人件費などの固定費の効率が改善しております。また前期まで広告

販促費はかなり抑制傾向にありましたが、費用対効果の向上を前提として積極的に投入したこと

で、全般的な改善に貢献しております。 
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続いて、営業利益の増加要因です。 

主力ブランドを中心とした既存事業の売上回復が、営業利益の改善に寄与しています。また TIP27

最終年度である今期は構造改革の考え方を 1 段階進め、売上原価の改善を継続していく一方で、前

期まで抑制していた戦略費、広告販促費を積極的に投入し、めりはりをつけたコストコントロール

を行ったことが収益力向上につながり、実質的な稼ぐ力が向上していると実感しております。加え

て前期、撤退事業のプラス影響と、M&A を含む新規事業による効果を積み増ししております。 
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営業利益の推移です。 

既存事業の売上回復を背景に利益水準が向上し、営業利益は第 1 四半期として過去最高を更新しま

した。計画に対しても順調に進捗しており、全体としてポジティブなスタートとなっています。 

当社は構造改革実施前、収益性の低い状態が続いていましたが、TIP27 において初年度に 1 度しっ

かりと課題を整理したことで、収益改善の効果が徐々に数字として表れてきています。今後も改革

をもう 1 段進め、さらなる収益力向上につなげてまいります。 
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続いて、純利益への影響項目です。 

経常利益は 33 億円、前期比 173%。税引前純利益は 35 億円。四半期純利益は 21 億円、前期比

106%となりました。 

営業外損益については、M&A 資金の借入により支払利息が増加しておりますが、受取配当金や持

分法投資利益などの増加により、約 8 億円のプラスとなりました。特別損益では、投資有価証券売

却益を 2 億円ほど計上しております。法人税等が前年と比べると増加しているように見えますが、

前期は税効果の影響で一時的に税金が良化しておりましたので、今期が平準化された数値となりま

す。 



 
 

 

 

 

 
9 

 

 

続いて、貸借対照表についてです。 

現金および預金は前期比 82.6%と減少しておりますが、M&A による成長投資や株主還元、借入金

の返済によるもので、現状の残高は通常の運転資金の範囲内となっています。 

次に棚卸資産です。新規連結の影響で増加しておりますが、既存事業ベースにおいては前期比で前

年並みとなっています。在庫効率化はグループ全体の課題となりますので、引き続き強化してまい

ります。 

借入金は運転資金、および M&A 資金の調達により増加しました。またコミットメントラインを設

定しておりますので、機動的な借入を実施しています。自己株式については今年 4 月に 30 億円の

自己株式取得を実施したことで、前年より増加しております。 



 
 

 

 

 

 
10 

 

 

チャネル別の売上についてです。 

国内リアル店舗の合計は前年からプラス 44 億円、前期比 120%となりました。百貨店は事業撤退

の影響が一巡したことで、前期比 101%です。百貨店以外の店舗は M&A の影響と既存のメンズカ

ジュアルブランドがけん引し、前期比 124%となりました。国内リアル店舗全体の既存事業ベース

では 102%です。 

国内その他は、主にゴルフアパレル事業の卸売が前年を上回ったことで、前期比 125%となりまし

た。海外は前期事業撤退した TACTICS の影響が第 1 四半期まで影響していることと、米国 HUF

の卸売苦戦が継続しているため、前期比 64.5%となっています。 
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EC 売上についてです。 

国内 EC 売上高はプラス 60 億円、前期比 188%と、新規連結した 2 社が自社 EC、サードともに大

きく貢献してくれました。 

国内自社 EC 売上高はプラス 22 億円、前期比 186%。既存事業ベースでは前期比 107%となりまし

た。mix.tokyo については、後段のページでお話しいたします。 

海外 EC は先ほど触れたとおり、米国の事業撤退の影響がございますので、前期比 41%となってい

ます。なお、米国 HUF に関しては EC に投資を注力し、EC 売上高は前期比 102%となっていま

す。 
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事業トピックスです。 

FREAK'S STORE は前期比 106%となりました。各販路において堅調な成長が続いており、特にメ

ンズが好調です。5 月に開催した台湾での POP UP が好評でしたので、今年の秋をめどに台湾にて

海外初の路面店オープンを予定しております。 

NATURAL BEAUTY BASIC について、店舗数は 10 店舗ほど減少していますが、客数が伸長したこ

とで売上高が前年を上回りました。前期から取り組んでいた商品展開の見直しにより、在庫水準が

改善しており、来月から始まる 30 周年企画にも期待感を持っております。 

PEARLY GATES はアウトレットを中心に店舗の客数が戻り切らず、前年を若干下回りました。し

かし自社 EC は前期比 2 桁増と復調しており、利益面も伸長しています。 
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成長・好調ブランドについてです。 

JILL by JILL STUART は、前期比 110%と好調に推移しました。全チャネルで増収となっており、

既存店売上も前年を 15%上回り、客数、客単価ともに伸長しています。3 月から 4 月にかけて展開

した新生活需要向けの商品が、売上をしっかりけん引しました。昨年は 3 月、4 月がやや苦戦しま

したが、今期はその新生活需要をうまく捉えることができたと見ております。また自社 EC も復調

し、増収に寄与しました。加えて台湾で展開中の NANO universe ららぽーと台北南港店舗内でも

取扱いを開始しており、海外展開の面でも広がりが出てきています。 
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ウォーターフロントは前期から連結対象となっておりますが、今期は期初からの連結となり、前期

比 110%と堅調に推移しています。売上拡大に向けてはブランド認知のさらなる向上を目的に、さ

まざまな販促施策を展開しております。テレビ番組、カンブリア宮殿での紹介をはじめ、外部メデ

ィアでの露出も増加しており、認知拡大に寄与しています。 

まず、同社として初となる POP UP を開催し、直営店限定の COKAGE＋や、POP UP 限定カラー

を用意することで、来店促進と話題化を図りました。 

また直営店である自由が丘店では、母の日に合わせたイベントを実施し、ギフト需要の取込みを進

めました。傘の提案に加え、ご購入者への 1 輪のお花プレゼントや、memorif.による華やかなデザ

インの店舗ラッピングもご好評いただきました。 

さらに今期からはグループ会社の自社 EC サイトである mix.tokyo と Daytona Park での取扱いも

開始しており、既存チャネルに加えてグループ内の販路を活用することで、これまで接点を持ちに

くかった顧客層へのアプローチを強化しております。 

今後も POP UP やイベント、EC 連携などの施策を通じて、認知拡大と売上伸長を図ってまいりま

す。POP UP は東京ソラマチ、三井アウトレットパーク入間の店舗で開催中ですので、皆様のご来

店をお待ちしております。 
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mix.tokyo の進捗です。 

売上推移においては 3 月の春物立ち上がりが好調で、主力ブランドを中心に四半期を通じて伸びて

おります。また 3 カ月を通じて客数が回復したことで、毎月前年の実績を上回ることができまし

た。第 1 四半期累計の前期比は 123%と、好調にスタートしております。新規登録者数は前期比

112%と堅調です。 

認知拡大施策として、国内最大級のファッション&音楽イベント、Rakuten GirlsAward に取扱いブ

ランドの FREE'S MART が出演し、大型イベントでの訴求を実施しました。加えて若年層への認知

拡大と新規会員獲得を目的に、FORTY DEGREES JAPAN に協賛し、若手クリエイターを支援する

ことと、町中でのアドカーを活用したプロモーションなどで、非常に盛り上がりを見せました。 

また 4 月より EC 撮影業務の効率化と品質向上を目的に、AI モデルを活用した着用画像生成の試験

運用を開始しました。まずは画像の品質や再現性、実際の運用工数などをしっかり検証しながら、

撮影や制作にかかる時間、コストの削減につなげていきたいと考えております。将来的には EC 画

像制作の効率化に向け、新たな運用基盤として育ててまいります。 
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サステナビリティ経営についてです。 

サプライヤーエンゲージメント評価において、2 年連続で A 評価を獲得しました。これはサプライ

チェーン全体での気候変動対応に継続して取り組んできた成果であり、引き続き取り組みを一層推

進してまいります。 

次に、AVIREX では公式リユース販売サイトをオープンしました。近年、リユース市場は活況を呈

しており、衣服をいかに循環させていくかはアパレル業界における重要な課題の一つとなっていま

す。こうした環境変化を踏まえ、ブランドの歴史と循環を再現するプロジェクトとして、展開して

います。 

さらに、包括連携協定を結ぶ北海道上川町では地域支援活動を継続しています。町の教育委員会が

取り組む「上川学園構想フェス」に、ゴルフアパレルブランド Jack Bunny!!が参加しました。ゴル

フ体験や残反を利用したワークショップを実施し、地域の子どもたちの学びや成長を支援していま

す。 

今後も環境、社会への貢献を事業活動と一体で進めることで、企業価値の向上につなげてまいりま

す。 
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最後に、第 1 四半期は連結ベース、既存事業ベースともに増収増益の結果となり、構造改革の成果

に加え、前期に課題だった売る力の向上に手ごたえを得られつつあります。 

デイトナ・インターナショナル、およびウォーターフロントのグループ入りを契機に、TSI グルー

プの既存事業を含めた一体感の醸成や、意識改革が進んでいると実感してきております。また働く

場所として選ばれ続ける会社を目指し、経営層と社員との対話の機会を大きく増やしているととも

に、学生の皆さんの就職先としての人気も向上してきております。 

既存事業、成長投資、株主還元の全てを強化し、企業価値の向上をこれまで以上に図ってまいりた

いと思います。 

「ファッションエンターテインメントの力で、世界の共感と社会的価値を生み出す。」。我々TSI

ホールディングスグループは、これまで以上に改革を進めながら、新しいトライアルも含めてチャ

レンジしてまいりますので、ぜひ応援よろしくお願いいたします。 

ありがとうございました。 
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与、変更、事後の使用を目的としての保存、その他の使用をすることはできません。 

 

本資料のコンテンツは、当社によって編集されている可能性があります。 


